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学校評価に係る保護者アンケートのお礼

と集計結果の分析等のお知らせ

花の蕾もほころぶ季節となりました。保護者の皆様には益々ご清祥のこととお喜

び申し上げます。平素は、本校教育振興にご支援・ご協力いただき深く感謝申し上

げます。

さて、１月に実施いたしました学校評価に係る保護者アンケートについてご協力

いただきありがとうございました。保護者の皆様からいただいたアンケート結果、

児童のアンケート結果、そして、教職員の自己評価結果をもとに、職員会議をもち

話し合いました。それぞれの結果を生かし、本校の教育目標である「やさしく・か

しこく・たくましい子の育成」をめざし取り組んでまいります。ご協力ありがとう

ございました。

なお、児童・保護者アンケートの集計結果等、下記のとおり載せておりますので

ご一読いただければ幸いです。

また、それぞれのアンケート結果、学校関係者評価結果については、学校ホーム

ページで公開することも申し添えます。

記

１．児童・保護者アンケート集計結果

２．集計結果の考察

３．保護者アンケートの記述部分と回答



保護者アンケート・児童アンケート集計結果の考察

◎９０％（そう思う＋ややそう思う）を越えた項目
□楽しそうに学校に通っている。 ９５％（そう思う６７％・ややそう思う２８％）

□友だちを大切にし、仲良く学校生活を送っている。

９４％（そう思う６８％・ややそう思う２８％）

□学校行事に楽しく参加したり、取り組んだりしている。

９１％（そう思う６５％・ややそう思う２６％）

□わが子を理解してくれている。 ９５％（そう思う６１％・ややそう思う２２％）

□子どものよさを認めたり、ほめたりしてくれている。

９４％（そう思う７２％・ややそう思う２２％）

□一人ひとりを大切にする等、人権を尊重する教育や取組を進めている

９０％（そう思う６１％・ややそう思う２９％）

□子どもの事故防止や安全確保・安全指導に努力している。

９１％（そう思う６２％・ややそう思う２９％）

□学校は保護者との連絡を密に行っている。

９１％（そう思う５９％・ややそう思う３２％）

保護者アンケートで学校にかかわる１３項目のうち、上記８項目で９０％以上

の高い評価をいただきました。同じ内容で児童アンケートを見てみますと、「友

だちと楽しく話している９２％」「友だちや学級のみんなを大事にしている８８

％」「休み時間楽しく遊んでいる８９％」「先生は私の話を聞いてくれる８６％」

と保護者アンケートと同様高い評価でした。このことは、大変うれしい結果であ

り、今後も慢心することなく取組を進めてまいりたいと考えています。

しかし、どの項目でも、数パーセント、「あまり思わない、まったく思わない」

と回答している児童や保護者の方がおられます。このことについては、さらに細

かい分析を進め、子ども達と向き合い、改善できるように取り組んでまいります。

□家庭では、子どもの話を聞くように努めている。

９６％（そう思う６２％・ややそう思う３４％）

□家庭では、あいさつができるように気をつけている。

９７％（そう思う７５％・ややそう思う２２％）

□家庭では、基本的生活習慣やしつけが身につくように気をつけている。

９４％（そう思う５３％・ややそう思う４１％）

家庭生活に関わる項目でも高い評価を書いてくださっています。ご家庭でも、

高い意識をもって子育てしてくださっていることを大変うれしく思います。

しかし、挨拶では、保護者の方の思いと子どもの実態では少し開きがあるよう

です。児童アンケートでは、「元気よく挨拶している」という問いに「あまり思

わない２３％」「まったく思わない４％」と全校児童２７７人中７４人が「挨拶



があまりできていない」と感じています。なかには、「元気よく」という文言で

「そう思う」と回答できなかった子どももいると思います。朝、校門で立ってい

ますと、気持ちのいい挨拶をしてくれる児童もいます。ただ、ボランティアのみ

なさんに挨拶している子は大変少なく、保護者の方が、登校指導をしているとき

も、８割の児童が挨拶ができなかったとご意見をくださいました。学校では、度

々指導しています。学習ボランティア等に来てくださった方のお名前を覚えると、

笑顔で挨拶できるようになっていました。誰にでも、元気にというと難しいよう

ですが、まずは知った方からでも、元気に挨拶できるようになってほしいと思っ

ています。元気に挨拶ができるようになりますと、学校生活全体でも充実してき

ます。お友だちと積極的に関われたり、学級のリーダーとして活躍できたりする

子どもは挨拶ができる児童が多いです。

学校でも、「元気よくあいさつのできる児童」の育成をめざしてさらに取組を

すすめていきます。ご家庭でも、引き続きよろしくお願いします。

◎９０％（そう思う＋ややそう思う）を下回った項目
■仲間づくりやいじめのない学級・学校づくりに努めている。

８８％（そう思う５８％・ややそう思う３０％）

「人権を尊重する教育」は、教科指導と同じように大切な教育であると考え取

り組んでいます。しかし、保護者のみなさんに、どのような内容をどのように指

導しているかを十分に伝えきれていないのではないかと考えます。保護者の方も

同様で「学校からの配付物をよく読んでいる」の問いに１割強の方が「あまり思

わない、思わない」と回答しています。教職員自己評価では「学校での児童の様

子や学級の様子について保護者に積極的に情報提供している。」という項目では、

９１％（そう思う３０％・ややそう思う６１％）でした。

教職員自己評価に比べて保護者の方々からの評価が低いということは、教師の

思いを十分に伝えることが出来ていないということになります。子どものことで

学校と家庭が情報共有できている、できていないでは、情報共有できている方が

間違いなく、子どものよりよい成長につながります。学校として、連絡帳への記

入、電話連絡、家庭訪問等、できるかぎり連絡を密にできるよう取り組んでまい

ります。保護者の皆さまも、「こんなことを連絡してどうだろうか。」と思われる

ことがあるかもしれませんが、どうぞ遠慮なく連絡してください。よろしくお願

いいたします。なお、学校のホームページも、日々更新しています。行事等を中

心に、さらに多くの活動を伝えられるように努力してまいりたいと思います。

今年度「わからない」と答えられた方が１０名以上の項目が５項目ありました。

学校の取組が保護者の方々に伝えられていないことが分かりました。今後、児童

の様子や頑張りをどんどんお伝えし、保護者の皆様・地域の方々に協力していた

だけるよう発信してまいりたいと思います。

■授業が楽しい、また、わかりやすいと言っている。

８２％（そう思う３８％・ややそう思う４４％）

■学習したことを理解している。 ７８％（そう思う３６％・ややそう思う４２％）



■家庭学習の習慣が身についている。 ６９％（そう思う３５％・ややそう思う３４％）

児童アンケートでは、「授業がわかりやすい８５％」と「授業中、一生懸命勉

強している６４％」と回答しているものの、「学級の中や授業中、発言や発表が

しやすい」という問いに対しては、「あまり思わない２２％ 思わない９％」と、

約３人に１人は、発言や発表に対して、消極的な回答をしています。子どもが楽

しいと感じるのは、授業の中で「わかった！」という喜びや新たな発見があった

時です。そんな授業は、当然発言や発表にも積極的になるはずです。日々そんな

授業が展開できるよう、子ども達が学習を進めていくような授業ができるように、

授業研究・教材研究に力を入れ取り組んでまいります。

また、家庭学習について、「自ら学ぶ力を育てるための自主学習」をテーマと

した研究に取り組んでいます。今年度、『自主勉オリンピック」を開催したり、

他学年とのノート交流を行いました。これからも引き続き自主学習をはじめ、家

庭学習の充実に取り組んでまいります。保護者の皆さまのご協力をよろしくお願

いいたします。

■家庭で読書をしている。 ４３％（そう思う１８％・ややそう思う２５％）

この読書については、「そう思う（１８％）」の回答が最も低かった項目です。

児童アンケートでは、「本をよく読んでいる」に「そう思う」と回答したのは４

９％でした。昨年度とほどんど変わりませんが、図書室の環境を改善したり，図

書委員会がスタンプラリーを行ったり、お勧めの本の紹介を全学年で取り組んだ

りした結果、本が好きな児童は増えていると思います。ブッキー号が来た時も、

手提げ袋いっぱい、本を借りる児童が多いのも、その結果だと考えています。し

かし、「あまり思わない」｢思わない｣と回答している児童も約半数います。前述

の家庭学習とも関連しますが、読書を阻害する一因としてかつてはテレビ視聴が

ありましたが、最近は、スマホ・タブレット等が子どもたちの生活を支配してい

ます。時代の流れの中で、全面的に否定をするつもりはありませんが、現状は、

子どもの生活に悪影響（？）を与えているのも事実です。読書は、動画に比べて

情報量が少ないため、様々な場面をイメージする想像力が身につけられます。こ

れからの時代、たくさんの知識をつなげ、自分で新たなものをイメージして創り

上げていく力が要求されます。子どもの生活をより豊かにするために、読書は必

要なものであると考えます。しかし、これだけデジタル化が進む中では、デジタ

ル機器とどううまく付き合うか、どう両立させるか検討する時代になってきてい

ると考えます。

今後も、学校としては、読書習慣を身につけるための取組をデジタル機器の使

用方法なども含め検討してまいりたいと考えていますので、ご家庭でもご協力よ

ろしくお願いします。


